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　日本では、山崩れ・地すべり・土石流等の山地災害が多発し、

人命や財産に甚大な被害がもたらされています。

　梅雨期を迎え、林野庁近畿中国森林管理局、管内森林管理署、

森林管理事務所では、関係機関と協力し、地域住民の皆様に防

災について呼びかける PR ポスターの掲示や、人家等の周辺に

おける山地災害危険地区及び治山施設の重点的な点検に取り組

むなど、山地災害を未然に防止する「山地災害防止キャンペーン」

を実施しています。

　日本の国土は、四季折々で豊かな自然に恵まれている一方で、

急峻な地形、多様な地質・気象条件により、山地災害が起こり

やすい特性を持っています。昨年は、10 月の台風 21 号に伴

う豪雨により管内各地で山崩れや落石、木が倒れるなどの被害

が発生しました。また、最近では平成 30 年４月９日に島根県

西部を震源とした地震（最大震度：５強）が発生し、出雲市の

山地において、山崩れにより道路に土砂が流出し、周辺住民の

くらしに被害を与えました。

トピックス

山地災害に備える　爪跡を見て知る 治山の大切さ

　～山地災害防止キャンペーン (5 月 20 日から 6 月 30 日 ) ～

被害あり : 出雲市 ( 民有林 )

山地における被害状況
(H30.4.9 島根県西部を震源とした地震）

林野庁では、「山地災害に備える」 を合言葉に、

山地災害防止キャンペーンを実施しています。

地震発生の翌日、 島根森林管理署と島根県との合

同でヘリによる上空からの被害状況調査を実施被害なし : 大田市 ( 国有林 ) 被害なし : 雲南市 ( 国有林 )

平成30年6月18日、大阪府北部で発生した地震を受け、翌日の6月19日に、
京都府、 大阪府内の国有林の状況について、 ヘリコプターからの目視による調
査を実施しましたが、 大規模な山崩れ、 土砂の流出は確認されませんでした。

被害なし:大阪府(箕面国有林) 被害なし : 京都府 ( 銀閣寺国有林 )
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　このように、大規模な地震や局所的な大雨は、いつ、どこで発生するか分かりません。また、これら

により山地災害が発生した場合においては、皆様のくらしに大きな被害を与えかねません。

 　このため、山地災害から命を守るためには、お住まいの地域の山地災害が起こりやすい場所を調べて

おくことや地域の防災マップ等で緊急時の避難場所、避難経路を確認しておくなど、日頃からの山地災

害への備えが重要となっています。

　近畿中国森林管理局では、治山対策の推進や、国有林の管理経営を通じ、多様で健全な森林を育てる

ことにより、災害に強い地域づくりに向けて取り組んでまいります。

　今後とも、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

危険箇所を知ろう！
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ニュース

【福井森林管理署】　
　ふくい林業カレッジは、福井県坂井市にある福井総合

グリーンセンター内に所在し、地元の林業を担う人材育

成機関として平成 28 年度の開校以来、昨年までに 15

名の修了生を送り出し、平成 30 年度は 10 代から 40

代までの 11 名が在籍しています。

　その、ふくい林業カレッジと福井森林管理署は、国有

林を実習の場として提供するとともに、低コスト化につ

ながる最先端技術の導入や人材育成を通じて、林業の成

長産業化への貢献を目指す協定を 5 月 28 日に締結し

ました。

  連携及び協力する事項は、①実習、実証、研究等のた

めのフィールドの提供、②人材の育成のための講師派遣、

③ＩＣＴ等による低コスト化につながる技術の導入、④

森林環境教育、その他森林・林業の普及、⑤就業体験等、

林業関係機関への就職意識向上のための諸活動、⑥その

他双方が必要と認めた事項の６項目となっています。

  連携・協力の具体的な内容については、都度両者で協

議の上取り決めることとしています。現在、森林の収穫

調査への応用が期待される地上レーザーを使った測定機

器の研修、森林調査や状況把握に活用する小型無人機（ド

ローン）の操作研修へのカレッジ受講生の参加を検討し

ています。

　本協定について、ふくい林業カレッジの豊岡校長より

「国の最先端技術を研修生が学べるよい機会であり、研

修生に林業への夢を持ってもらえる」とのコメントをい

ただきました。竹井署長も「先端技術を使った低コスト

化 な ど、 新

しい林業の

取組みをみ

て も ら い、

研修生のモ

チベーショ

ンアップに

つながるこ

とを期待し

ている」とコメントし、人材育成にむけて連携・協力し

て取り組んでいくことを確認して、協定締結式を終了し

ました。

 人材育成に連携・協力
　ふくい林業カレッジと協定締結

特定外来生物ウシガエル駆除   

【箕面森林ふれあい推進センター】　
　箕面国有林「エキスポ’90 みのお記念の森」（箕面

体験学習の森）の花の谷には、これまでの植生等調査の

結果、トノサマガエル（環境省・大阪府準絶滅危惧種）

やシュレーゲル

アオガエル（大

阪府準絶滅危惧

種）、モリアオ

ガ エ ル、 ま た、

ウシガエル（特

定外来生物・総

合対策外来種）

等の生息が確認されています。

　ウシガエルは、口に入る大きさの動物であれば幅広く

捕食することから、花の谷の人造池に生息しているカエ

ルや水生昆虫、メダカにとっては天敵ともいえる厄介者

です。

　箕面森林ふれあい推進センターも委員となっている

「明治の森箕面自然休養林管理運営協議会」は、この状

況を重く受け止

め、花の谷の生

物多様性の保全

のために、今年

度から連携して

ウシガエルの捕

獲・駆除を始め

ました。

　協議会でたも網やアナゴかごを準備していただき、5

月 16 日と 6 月 1 日の午前に、市民団体、大阪府、当

センターや京都大阪森林管理事務所から延べ 25 名が参

加し、ウシガエルのオ

タマジャクシ 83 匹、

生体 13 匹を捕獲・駆

除しました。

　一度や二度では駆除

できませんが、これか

らの時期はウシガエル

も卵塊を産卵する時

期に入ることから、卵塊確認のための定期的な巡視や協

議会と連携した捕獲・駆除に粘り強く活動していく予定

です。　　

オタマジャクシもジャンボです 

ペットボトルを入れることで空間が
でき、 カエルなどが呼吸できる

卵塊とは卵のかたまり
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【奈良森林管理事務所】　
　「平成 29 年度国民の森づくり推進功労者」に、奈良

県在住の昆虫写真家、伊藤ふくお氏が選ばれ、５月２１

日に奈良森林管理事務所において、所長より林野庁長官

からの感謝状を授与しました。

   この制度は、平成 20 年から行われているもので、国

有林野における国民の森林づくりの推進に功労のあった

者に対して感謝の意を表し、緑の月間である 5 月に合

わせ、感謝状を贈呈しているものです。

  

　伊藤氏におかれましては、保護林に指定している吉野

郡川上村内の国有林において、貴重な植物の増殖や昆虫

の生息環境改善に資する調査・巡視活動を 15 年以上の

長きにわたり行っていただいており、保護林の生態系保

全における貢献は非常に大きいことから今回表彰された

ものです。

　授与後は、過去から現在に至る森林の状況の変化や、

それに伴い移ろいゆく昆虫に対する懸念、他の機関で実

施されている保護活動の状況など、幅広い内容のお話を

聞くことができました

　なお、取組みの成果については、平成 29 年度近畿

中国森林管理

局森林・林業

交流研究研究

発表会におい

て発表を行い、

（国研）森林研

究・整備機構

森林総合研究

所 林木育種セ

ンター関西育

種場長賞を受賞されました。

【奈良森林管理事務所】　
　5 月 19 日、ひかり幼稚園第二園舎において「遊々の

森」協定を締結しているひかり幼稚園の「森の幼稚園」が、

開催されました。

  このイベントは、毎年春と秋に年中組と年長組が参加

するもので、今回は園児 44 名とその保護者や家族合わ

せ て 約 100

名が参加しま

した。

  い つ も は、

大亀谷国有林

内を散策しつ

つ、森や動植

物のことを学

んだり、ネイ

チャーゲームを楽しむのですが、今回は未明に降った雨

で地面が滑りやすくなっていることと、急に冷え込み、

滴などで濡れると風邪などが心配されたため、残念なが

ら園舎での開催となりました。

　まず、ひかり幼稚園の柴田園長の挨拶に続き、奈良森

林事務所調整官から、森のはたらきや大亀谷国有林で見

ることができる植物、森で遊ぶ際の注意点などを説明し

ました。

　その後、赤膚山ネイチャークラブ代表 リングホー

ファー・マン

フレッド氏よ

り、大亀谷国

有林内にいた

珍しい昆虫や

キノコの話な

どがありまし

た。園児たち

は、珍しいキノコ

の実物に驚きの声を上げながらも、リング先生の質問に

一生懸命答えていました。また、何か一つでも覚えて帰

ろうと、長いカタカナの昆虫名を懸命になって覚えてい

ました。

　最後、保護者の方に、赤膚山ネイチャークラブ設立の

いきさつや、大亀谷国有林の歴史について説明をした後、

身体を動かせなかった園児たちが日頃練習しているお遊

戯を保護者に披露し、イベントを終了しました。

 「森の幼稚園」で
　　　　　森の勉強！

森林づくり推進功労者に
林野庁長官から感謝状

楽しいお話に関心を寄せる園児

森の機能について説明する調整官
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近畿中国森林管理局では、１階の展示ギャラリーにおい

て、森林や木材、農業などに関連した各種情報を発信し、

広く地域の方々に森や木の温もりや親しみを感じていた

だく場の提供を行っています。 

　7 月 1 日からの企画展示では、平成 28 年から国民

の祝日となった山の日（8 月 11 日）の PR に関連して、

「都市部の方々が山に親しみ、山や森林がもたらす様々

な恩恵に関心を持っていただくきっかけとする」目的か

ら「山の日ＰＲ展」を開催します

森林（もり）のギャラリー（局庁舎1階）

【兵庫森林管理署】　
　５月２８日から６月１日までの５日間、宍粟市立山

崎西中学校２年生の生徒 4 名を受け入れて、トライや

る・ウィークが実施されました。

　トライやる・ウィークとは、地域や自然の中で「生

きる力の育成」を目的に、地域住民と様々な体験を行

う活動で、兵庫県内全域で実施されており今年で２１

年目を迎えます。

　初日は、森林管理署の概要説明と作業に向けての安

全教育を行い、その後、赤西国有林の千年スギ、音水

国有林のイヌブナの保護林巡視を行い、歩道を歩きな

がら長い年月をかけて行われている自然の営みを体験

しました。

　翌日以降は、センダン試験地設定と林道修理の体験、

治山工事現場の見学、林木調査、間伐の体験等を行い

ました。体験の中で、「センダン」という木は、通常の

木より早く成長することを知り驚いていました。

　林道点検修理では、横断溝や側溝（雨水が林道上を

流れないよう防止す

る施設）に詰まった

土砂の取り除きを行

い、体験の中では一

番の力仕事を行いま

した。普段やらない

作業に少し疲れ気味

で、帰りの車中では全員が寝てしまっていました。

　治山工事の現場では、えん堤などを見学し、治山の工

事により街が守られている説明を受け、治山事業の大切

さを実感しました。林木の調査では、輪尺やコンパスな

ど初めて見る道具も

あり、説明は受けた

ものの、使い方に困

惑しながら作業を行

いました。間伐では、

職員の指示を受けな

がら木を切り倒す作

業を実際に体験し、木が地響きを上げて倒れたときには、

「おおー」と言う感動と驚きの声が上がりました。　

　この体験を通して生徒の心に何かしら残り、働くこと

の意義、自然の大切さを知り今後も森林に関心を持って

くれることを祈っています。

 トライやる・ウィーク
　兵庫県山崎西中 職場体験

に親しみ 

 会 場 林野庁近畿中国森林管理局１階 森林のギャラリー 
（大阪市北区、ＪＲ桜ノ宮駅西出口から徒歩５分） 

主 催：林野庁近畿中国森林管理局、環境省近畿地方環境事務所 
協 力：大阪府、大阪市、大阪教育大学、山梨県大阪事務所、静岡県大阪事務所 

 日 時 

お問合せはこちらまで→近畿中国森林管理局技術普及課（☎06-6881-3484） 
イベントのスケジュール・内容は都合により変更となる場合がございます。予めご了承ください。また、やむを得ずイベントを中止する際
は、近畿中国森林管理局公式ホームページ上でお知らせいたします。 

ＰＲイベント 

遊
び
に
来
た
ら 

に
行
き
た
く
な
る

か
も
？ 

7月7日  土   10時～16時 （     ） 

大阪のまちなかには山がありません。でもせっかくなので、年に一度の国民の祝日「山
の日」には、山のことを思い出し、どこかの山に出かけてみてほしい…そんな気持ちを
込め開催する山の日ＰＲイベント。いろいろな切り口で山に親しみ、ふれあえるコンテン
ツをご用意し、皆さまのご来場をお待ちしています。 

山のお楽しみ 

山を知る 

山をつくってみる 

山の虫となかよし 

山の木とふれあい 

大阪教育大学 
公式キャラクター 

「やまお」 

焙りたて挽きたてフェアトレードコーヒーの出張販売があ
ります。山コーヒーの魅力についてもご紹介。 
 

企画：NPO法人一杯のコーヒーから地球が見える 
   大阪市環境局 

山の日前後におすすめしたいイベントカレンダー
の配布や、富士山から箕面国定公園まで、山に
まつわる紹介パネルの展示をしています。 

▶桜の木でつくるお箸づくり体験 
 
国産のサクラの木をサンドペーパーで削って、 
自分だけの手づくりお箸をつくります。 
 

参加費：500円 対象：小学生以上 
OPEN：10時～15時最終受付 
企画：NPO法人木育フォーラム 
   大阪市環境局 

▶積み木で遊ぼう！ 
ー木のぬくもりを感じてー 
 
木のぬくもりを感じる積み木には、実は200年
近くの歴史があります。建物？ジェンガ？どんな
形ができるかな？君だけの特別を作ってみて。 
 

企画：近畿地方環境事務所 

▶水源の森ジオラマづくり体験 

▶森林の虫とのふれあい体験 
 
山の上にある大学、大阪教育大学の柏原キャンパスは緑
に囲まれた自然豊かな環境です。そんな大教大から森林
の虫たちがやってきました。普段あまり気にもとめない虫た
ちに目を向け、じっくりと観察してみませんか。 
 

参加費無料、どなたでも参加OK 
OPEN：開催時間内いつでも 
企画：DIT（大教生き物チーム） 

参加費無料 
対象：小学校高学年以上 
OPEN：10時～15時最終受付 
企画：近畿中国森林管理局 

自然素材を使って、手のひらサイズのミニジオラマを作り
ます。森の働きについて学びながら楽しめるクラフト体験。 

展示タイトル　　「山の日 PR 展」

   期間　　7 月 1 日から 8 月２４日まで

   展示内容　国立公園や富士山、日本美しの森お薦め国有林

　　　　　 などの紹介パネルを展示

  展示協力団体　　

　近畿地方環境事務所・大阪府・大阪市

　大阪教育大学　山梨県大阪事務所・静岡県大阪事務所
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シリーズ　『国有林 最前線！』

　石川森林管理署　丸石谷治山事業所　　治山技術官　浜辺元気
　丸石谷治山事業所は、石川県白山市に所在する国有林内において、

山崩れや地すべりからの復旧、そして予防を目的とした治山事業

を実施しています。

　治山事業では不安定な土砂の流出を防ぐ谷止工、崩壊地を森林

に復旧するための山腹工などを施工していますが、部内は急峻で

険しい地形が多く、特別豪雪地帯に指定されるほどの豪雪地帯で

あり、大変厳しい工事条件の中で治山事業を実施しています。

　平成 27 年春の雪解けの際に、白山市尾添の大汝国有林におい

て大規模な山腹崩壊が発生し、崩壊地から発生した大量の土砂は、

濁水となって手取川に流れ出し、約６０ｋｍ下流の日本海に至る

までの流域に多大なる影響を及ぼしました。

　これまで、崩壊地の侵食を防止するための応急対策工を実施す

るとともに、平成２９年度からは技術検討会の委員の意見を踏ま

え、今後５年程度の期間をもって緑化対策を中心に対策工事を進

めているところです。

　また、施工地は白山国立公園特別保護地区に指定されていることから、環境省や石川県立大学、白山市の協力

を得て、近隣の国有林内において採取したイタドリやアザミなどの種子、ヤナギの挿し木を緑化工の材料として、

在来種による緑化の取り組み

を行っています。

　施工地は道路がなく、ヘリ

コプターを利用した山間奥地

の難工事ですが、今後も白山

の生態系に配慮しながら関係

機関と連携して崩壊地の早期

復旧を目指していきます。

   島根森林管理署　      県内 153 に分散・点在する国有林等を管理   
　島根県は東西南北に長く、広範に亘っています。その中の出雲平野には、八百万（やおよろず）の神々が集う出
雲大社があり、ここを核にして多くの観光客が訪れます。
　島根森林管理署は県内全域を管轄しており、分散し点在する国有林野
２万９千 ha（８７団地 )、官行造林地３千４百 ha（６６団地）を管理して
います。
　その中には、近畿中国森林管理局管内で最初に設定した八川地域森林共同
施業団地があります。国有林、民有林、水源林、県有林が隣接していること
から共同して林道を利用し、木材の運搬、森林の整備などを協調して行い、
地域の林業の活性化を図るものです。現在、当団地を含め島根県内には１４
カ所、９，４６７ha の森林共同施業団地が設定されており、林業関係者の熱
意が伝わってきます。
　島根県中部には、平成１９年に世界文化遺産に登録された日本屈指の「石
見銀山」があります。鉱山の遺跡や積み出し港に続く街道、銀山を守るため
に築城された城の跡など、その面積は５２９ha にも及びます。その一部に
は、大江高山国有林の中にある矢滝城跡が含まれています。大江高山国有林
は、希少動植物のギフチョウやイズモコバイモが生息しており、これらを見
るために訪れる登山者も多くなっています。
　近くには、標高１，１２６ｍの三瓶山があり、春先の新緑や秋の紅葉を楽
しむ登山者が絶えません。また、環境省が提唱する大山隠岐国立公園満喫プ
ロジェクトの重点取組地域に位置づけられ、男三瓶山をはじめとする７０７
ha の国有林はその中核をなし、自然等を生かした観光資源として活用され
ることになります。残念ながら、春の雪解け、４月の地震等の影響により、
登山道の一部が決壊、狭隘となっているところがあり、かならずしも登山者
の安全を確保できる状態にないことから一路線を通行止めとしています。現在、地域と一体となった取り扱いを
模索中です。また、三瓶山の麓には学校教育に役立てる遊々の森を設定しています。近くの学校はもちろんのこ
と遠くは広島県からも子どもたちが訪れ、様々な体験林業に取り組んでいます。

種子採取状況

大汝国有林　崩壊箇所

体験林業に参加のみなさん

三瓶山国有林

下流の濁水状況


